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研究成果の概要（和文）：初級から中級にかけて日本語を効率よく習得するには、文型積み上げ式のシラバスを
生かしつつ、Can-do記述文を学習者にわかりやすく提示することにより、学習目標を明確化し、学習者自身が日
本語でできること、できないことを自覚して自律的な日本語学習に結びつけることが肝要である。それを中国人
学習者向けの教材『実力日本語』で実現させた。
　JPLANGは、教材コンテンツの配信のほか、LMSを利用して課題の配信・受信も行えるため、コロナ禍におい
て、オンデマンド教材として活用することができた。その中で反転授業のコンテンツや文型辞典の役割が見い出
され、それに利用できる中級文型の解説動画の試作も行った。

研究成果の概要（英文）：aIn order for students to learn Japanese efficiently from beginner to 
intermediate level, it is essential to clarify learning goals by presenting can-do statements in an 
easy-to-understand manner, while utilizing a syllabus that builds on sentence patterns. This is the 
key to autonomous Japanese language learning. This was realized in the "Jitsuryoku Nihongo" textbook
 for Chinese learners.
　JPLANG could be used as an on-demand teaching material at Corona Disaster because, in addition to 
the distribution of teaching material contents, it can also distribute and receive assignments using
 an LMS. In the process, the roles of flipped classroom contents and sentence pattern dictionaries 
were identified, and a prototype video explaining intermediate sentence patterns was created .
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研究成果の学術的意義や社会的意義
eラーニング教材JPLANGは、初級から中級の学習に必要な語彙・文法解説（初級は15カ国語で提供）、読解・聴
解教材、産出のための文型練習、会話練習教材をすべて無料でWeb公開している。特に中級文型動画解説は、
「文型辞典」の役割を果たす可能性があり、また、日本語を聞いて、日本語で考えることができる教材ともなっ
ており、特に海外の日本語学習者にとって日本語理解を深められるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

2001 年に発表された「言語のためのヨーロッパ共通参照枠（CEFR）」のインパクトは大きく、
日本語教育においても、スタンダードや Can-do リストの作成がさまざまな機関で行われ、本学
においても留学生日本語教育センターで「JLPTUFS アカデミック日本語 Can-do リスト」が作
成され、それに基づく教材開発も行われた。 
 
２．研究の目的 
本研究において 2003 年より開発、2004 年より公開してきた e ラーニング教材 JPLANG は、

初級、中級の 4 技能を伸ばす教材が用意され、特に初学者のために初級の文法コンテンツは 15
言語による解説がなされているほか、JPLANG のほとんどのページを利用した学習者は、文法
の誤りのないわかりやすい日本語が産出できることが確かめられている。しかしながら、文型積
み上げ式に基づいて作られたため、最終的な学習目標はあるものの、課ごとの学習目標が明示さ
れておらず、学習意欲の継続が難しいことは否めない。そこで、Can-do 記述文を教材に反映さ
せる研究を行うこととした。 
 
３．研究の方法 
まずは JPLANG と同様に文型積み上げ式で作成された『実力日本語』を用いて、Can-do 記述

文を教材に反映させる研究を行った。『実力日本語』は、日本の大学院に留学する中国人留学生
向けに 1990 年代に本学で作成された日本語教材であるが、日本語の文構造を正確に習得するこ
とに焦点が当たっており、その文型を習得すると、日本語で何が表現できるようになるのか、学
習者にはわかりづらい面があった。初級文型を組み合わせてモデル会話を作り、その会話を通じ
てどんな場面でどんなことが日本語で言えるようになるのか、Can-do 記述文との照合を行った。
自己紹介、１日の行動、持ち物、買い物、家族といった身近なことから、実験室でのマナー、日
本と中国との比較、生活習慣の相違の説明など抽象的な内容についても、使用する語に十分配慮
すれば初級文型を使って表現できることがわかった。目標とした文型の理解だけでなく、スムー
ズな発話につなげるためには、その文型と既習の語彙とを組み合わせて学習者自らが文を作り、
発話するという練習が必要である。それを行うための例文の見直しを行い、目標とした Can-do
を達成し、スムーズな発話、応用力の伸びにつながるようにした。課ごとに設定した Can-do が
達成できたかどうか、学習者が確認できるような問題も作成した。 
 

４．研究成果 
 文型積み上げ式の教材に Can-do 記述文を組み込むことにより、学習者にもどんな場面で使え
る文型なのか、自分の考えや意図を表現したい場合に、どんな文型を使用すればいいのかという
ことを意識させるのに役に立った。日本語で言えるようになったこと、逆に日本語でまだ十分に
表現できないことを、Can-do リストをチェックすることにより、日本留学という目標を持つ学
習者に、学習者の次の短期的な目標を明確に示すことができ、自律学習への可能性を開いた。 
JPLANG には日本語音声認識を組み込まれており、スピーキングテストにおいてユーザーが録

音した回答の採点の効率化を図った。効率化の観点は、a発音に問題があれば、音声認識におい
て正しくテキストが表示されない、b.表示されたテキストがあれば文法の誤りを見つけやすい、
ということであったが、日本国内の初級レベルの日本語学習者を対象とした場合、aについては、
学習者の名前などの固有名詞以外はほぼ正しくテキストに変換され、発音の良し悪しの評価に
は使えなかった。教師にとっては、「何を、いつ、どこで、どのように」といった問いに対する
スピーキングテストにおいて、学習者の回答が音声とともにテキストで表示されるため採点の
効率化が図られた。 
JPLANG はスマートフォン（Android, iOS)に対応しているが、開発当初はパソコンでの使用を

前提としており、学生のパソコン所有率が低い開発途上国においては、教材不足を訴えながらも、
正規授業での JPLANG の使用に難色を示す教育機関もあった。しかし、最近は、大学で日本語を
学習している学生であれば、スマートフォンの所持率は高く、正規の授業で使用しても所持・不
所持による不公平はほとんどないと考えられた。そこで、カンボジアにおいて、課題提出の機能
に絞ってパイロット調査を行った。スマートフォンでは日本語入力は難しいため、音声による回
答の送信であったが、学習者は LINE など SNS と親和性が高く、操作に手間取ることはなかった。
回答の送信機能だけでなく、学習者の発音矯正につながる、自身の日本語の発音を聞く機能につ
いて、ユーザーに周知することが望ましい。 
コロナ禍におけるオンライン授業では、世界に散在する学生には時差の問題があるため、

JPLANG をオンデマンド教材として活用した。また、理解度確認のため、JPLANG の LMS を利用し
て課題の配信とフィードバックを行ったが、正確さが要求される予備教育においては、対面授業
と同等の理解度を得ることは難しいことがわかった。JPLANG は、反転学習の教材と位置付けら
れる。 
中級文型の解説動画を試作し、クラス登録をしたユーザーが JPLANG にアクセスすれば、視聴

できるようにした。海外の日本語教育機関では、日本語母語話者教師が在籍しない機関もあるた



め、文法授業は、それぞれの母語によって行われることが多い。そのような学習環境にある日本
語学習者にとって、直接法による文法解説動画は、日本語母語話者による日本語の授業が体験で
きるほか、海外学習者の弱点である日本語の聞き取りの練習の機会を提供することにもなる。 
JPLANG は、約 20 年前の開発当初から役割が変化し、現在では、基本練習の付いた文型辞典と

しての役割を追求する段階になったと考えられる。 
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